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山門水源の森を次の
世代に引き継ぐ会

12 月 16 日本年最後
の保全作業を実施しま
した。実施したい保全
作業は山積みされてい
るのだが、今回は次の
3 つを行いま した。①
懸案の南部湿原南端斜
面の整備（湿原の展望
を よ く す る た め と 昆 虫
の食草・吸蜜植物の分
布を広げるため茂りす
ぎた低木を除去）と、
②観察コース沿いで間
伐・枝打ちそれたもの
を除去（里山植物の分
布 拡 大 を す す め る た
め）、③湿原排出流路
の砂防箇所の補強作

南部湿原で保全作業中の参加者（ 06/12/16） 業。加えて「やまかど・
森の楽舎」の大
掃除。
こ の う ち 南 部
湿 原 の 作 業 で
は、数年前から
問 題にな っ てい
る湿原沿いの観
察 路 に 刈 り 取 っ
た低木を集積し、
コースが通れな
い よ う に し ま し
た 。 これ ま で 余

整理前の観察コース沿いの様子（06/12/12） 整理作業中の女性班（06/12/16） りにも湿原の側を
大勢が歩くことによって、湿原へ土砂が流入するのを防
ぐためです。今後は尾根沿いの観察コースのみとなりま
す。②の作業は女性班に担当していただきましたが、
左の写真の上下を比べていただいたら百聞は一見にし
かずです。実に見事に整理していただきました。来春
以降次々と里山植物が再生してくれるはずです。
今 冬 の
初雪は 12
月 3 日 で
し た 。 昨
年は 12 月
4 日でそれ

整理された観察コース沿いの植林地（ 06/12/16）が根雪とな
りましたが、今年は 20 日現在湿原には積雪はありませ
ん。 11 月南部湿原で観察会中に会員が見た子熊は、
この初雪直後にも森を歩いたようです。会員が足跡を
確認しました。熊だけでなく最近森で見たサルの糞に
も多くの柿の種が含まれていました。今や森の動物は
里の木の実が頼りのようです。 初雪の南部湿原（06/12/03）

「 山門水源の森を次の世代に引き継ぐ会」 http://www.digitalsolution.co.jp/nature/yamakado/

PHOTO BY NAGAOKA



（２） YAMAKADO NEWSLETTER 2006/12/16 NO．85
山門集落で見
た子熊は左の柿
を目 的 に き た も
のです。既報の
通り今年は森の
あ らゆ る木々の
実が不作で、動
物は大変です。
イ ノ シ シ も 例 外
ではな く、森中
をか き回 し てい

山門集落の子熊がいた柿の木（ 06/11/27） ます。これから
積雪が進めば一段と厳しくなるはずです。 イノシシの餌探し跡（06/12/16）

今年も多くの研究者や団体が調査に訪れました。これら
の調査には、保全上の問題から必ず会員が同行することに
しています。また森や湿原の生物の状態を見て、日程の変
更等をお願いしています。また研究成果については、本会
にも提供していただくようにしています。こうした研究に協
力しつつ、保全がスムーズにできればと考えています。

11 月 23 日には、本年 2 回目の琵琶湖博物館「たんさい
ぼう」の皆さんによる「珪藻調査」が行われました。
ま た滋賀大
教育学部の学
生が「四季の

琵琶湖博物館の珪藻調査（ 06/11/23） 森」の土石流
調査を始めま
し た 。 ど の よ
うな土石流が
いつ発生した
のかが明らか
になれば、本
会 と し て も ガ
イ ド 等 に 役 立
つとともに現地 土石流堆積物の表面の試料採取（ 06/11/25）
での「災害教育」にも大いに参考になります。この調査に
は、詳細な地図が必要なのですが、現在の所その精度に

土石流地域の測量下見（ 06/12/13） 耐えられるものがありません。が泉会員のご紹介で、測量
会社の方がご協力頂けることになりました。過日その下見も終了し、雪解けを待って測量することに
なっています。他方で土石流で埋没した埋没林の年代は、「 2006 年おうみ NPO 活動基金」の助成
で現在年代測定を進めています。年明けには結果が出てくると思います。

11 月の「屋台村」出展に続いて、12 月 3・5 日琵琶
湖博物館で開催された『滋賀県県民環境学習のつどい』
のポスセッションにも参加いたしました。展示内容は、
主として今年度の保全事業の成果を報告する内容とい

たしまし
た。「人
の 手 が
加 わ っ
て 蘇 っ
た 草 や
花 の 生
命 力 が
みれてう 滋賀県県民環境学習のつどい展示（ 06/12/05）
れしかった」「ブナの種の保存をしているのを初めて
知った」「凄い保全活動をされていることを知り感動
しました」等々のコメントを頂きました。北部湿原復
元作業中に左の画像のような巣を発見しました。カ

カヤネズミの巣？？？（06/12/12） ヤネズミの可能性もありますが、今後の調査が必要。
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